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天
皇
の
代
替
わ
り
が
目
前
だ
。

平
成
を
振
り
返
る
特
番
や
皇
室
関

連
報
道
が
メ
デ
ィ
ア
を
賑
わ
し
、

新
元
号
発
表
後
に
は
「
令
和
フ
ィ

ー
バ
ー
」
な
る
言
葉
が
飛
び
交
う
。

元
号
で
時
を
管
理
す
る
思
考
回
路

が
な
い
者
に
は
何
と
も
居
心
地
が

悪
い
。
し
か
し
、
こ
の
違
和
感
を

個
人
の
思
想
の
問
題
と
片
付
け
て

は
い
け
な
い
。
や
た
ら
と
「
新
し

い
時
代
」
の
到
来
を
強
調
す
る
こ

と
が
、
現
在
の
政
治
・
経
済
・
社

会
の
諸
課
題
や
そ
の
原
因
を
覆
い

隠
し
、
歴
史
認
識
を
歪
め
か
ね
な

い
か
ら
だ
。
統
一
地
方
選
か
ら
参

院
選
へ
と
続
く
時
期
の
「
熱
狂
」

に
対
し
強
い
危
機
感
を
抱
か
ざ
る

を
え
な
い
。
こ
こ
は
い
っ
た
ん
頭

を
冷
や
し
、
こ
の
三
十
年
間
の
現

実
を
、
日
本
国
憲
法
の
理
念
～
平

和
的
生
存
権
・
平
和
主
義
（
前
文
、

第
９
条
）
、
幸
福
追
求
権
（
第
１

３
条
）
、
生
存
権
（
第
２
５
条
）

を
指
標
に
検
証
す
る
こ
と
が
重
要

だ
。●

「
経
済
成
長
率
（
１
９
９
１

～
２
０
１
６
年
度
）
」
平
均
１
．

０
％
（
高
度
成
長
期
９
．
１
％
）
。

●
「
非
正
規
雇
用
比
率
」
１
９
９

０
年
２
０
．
２
％
→
２
０
１
７
年

３
７
．
３
％
。
●
「
年
収
２
０
０

万
円
以
下
の
労
働
者
」
１
２
年
連

続
１
０
０
０
万
人
超
（
２
０
０
７

～
１
７
年
）
。
●
「
生
活
保
護
世

帯
」
１
９
８
９
年
度
６
６
万
→
２

０
１
７
年
１
６
４
万
。
●
「
合
計

特
殊
出
生
率
」
１
９
８
９
年
１
．

５
７
→
２
０
０
０
５
年
１
．
２
６

→
２
０
１
６
年
１
．
４
４
。
●
「
自

殺
者
」
１
４
年
連
続
３
万
人
超
（
１

９
９
８
～
２
０
１
１
年
）。
●
「
国

債
発
行
残
高
」
１
９
８
９
年
度
１

６
１
兆
円
→
２
０
１
８
年
度
８
８

３
兆
円
。
●
「
大
企
業
の
内
部
留

保
」
１
９
９
２
年
度
１
２
４
兆
円

→
２
０
１
７
年
度
３
４
７
兆
円
。

●
「
消
費
税
収
の
累
計
（
１
９
８

９
～
２
０
１
８
年
度
）
」
３
７
２

兆
円
（
１
９
８
９
年
度
比
の
法
人

３
税
減
収
累
計
２
９
１
兆
円
）
。

●
「
自
衛
隊
の
海
外
派
遣
（
P
K
O

特
措
法
）
」
の
べ
１
万
人
超
（
１

９
９
２
年
～
）
。
●
「
福
島
県
の

避
難
者
」
２
０
１
２
年
５
月
１
６
．

５
万
人
→
２
０
１
９
年
１
月
４
．

２
万
人
。
●
「
災
害
関
連
死
」
阪

神
・
淡
路
大
震
災
以
降
、
約
５
０

０
０
人
。

こ
こ
に
示
し
た
現
実
は
、
主
権

者
・
国
民
が
、
「
憲
法
尊
重
擁
護

の
義
務
」
（
憲
法
９
９
条
）
を
負

う
者
に
、
そ
の
義
務
を
果
た
さ
せ

な
か
っ
た
結
果
だ
。
こ
の
三
十
年

間
、
衆
参
各
１
０
回
、
合
計
２
０

回
の
国
政
選
挙
が
あ
っ
た
。
投
票

率
の
平
均
は
衆
院
選
６
２
．
５
％
、

参
院
選
５
５
．
６
％
だ
。

「
隠
蔽
」「
改
竄
」「
フ
ェ
イ
ク
」

「
忖
度
」
が
蔓
延
す
る
時
代
、
う

っ
か
り
「
熱
狂
」
に
飲
み
込
ま
れ

て
は
い
け
な
い
。
憲
法
を
「
改
正
」

し
て
「
新
し
い
時
代
」
を
む
か
え

た
が
っ
て
い
る
人
々
が
い
る
。
だ

か
ら
今
、
憲
法
を
携
え
現
実
を
見

据
え
「
ク
ー
ル
」
に
思
考
し
行
動

し
よ
う
。
ボ
ー
っ
と
生
き
て
い
る

場
合
で
は
な
い
。「
新
し
い
時
代
」

を
切
り
拓
く
の
は
、
い
つ
だ
っ
て

主
権
者
・
国
民
な
の
だ
か
ら
。

（
飯
塚
正
樹

江
別
高
校
）

か
ら
、
積
極
的
に
今
年
の
抱
負
や

目
標
を
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
色
と
り
ど
り
の
思
い
の
詰
ま

っ
た
ス
テ
キ
な
「
風
呂
敷
」
話
を

た
く
さ
ん
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
な
か
に
は
本
物
の
風
呂
敷
を

広
げ
た
方
も
い
ま
し
た
が
、
広
げ

た
風
呂
敷
は
憲
法
９
条
の
風
呂
敷

で
し
た
。

夢
や
希
望
を
語
り
合
う
時
、
話

す
方
も
聞
く
方
も
と
て
も
い
い
表

情
に
な
り
ま
す
。
今
年
度
は
、
こ

の
表
情
を
崩
さ
ず
、
頑
張
り
ま
し

ょ
う
。

札
幌
支
部
で
は
恒
例
と
な
っ
た

支
部
歓
迎
会
。
４
月
６
日
に
、
新

採
用
者
の
先
生
は
じ
め
、
ま
だ
高

教
組
に
参
加
し
て
い
な
い
初
々
し

い
先
生
た
ち
、
異
動
転
入
し
て
き

た
先
生
を
迎
え
て
総
勢
４
０
名
の

参
加
で
楽
し
く
時
間
を
過
ご
し
ま

し
た
。

歓
迎
会
イ
ベ
ン
ト
の
今
年
の
テ

ー
マ
は
「
今
年
こ
そ
は
こ
れ
を
や

る
！
広
げ
て
み
ま
し
た
『
大
風
呂

敷
・
小
風
呂
敷
』
！
」
。
参
加
者

つぶ
やき
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舎
狭
隘
化
へ
対
応
を
取
り
上
げ
質

問
し
ま
し
た
。
高
教
組
札
幌
支
部

は
昨
年
度
、
校
舎
改
修
中
の
伏
見

支
援
学
校
を
見
学
し
ま
し
た
が
、

傾
斜
地
に
建
設
さ
れ
た
旧
札
幌
高

等
盲
学
校
の
校
舎
を
再
利
用
し
て

い
る
こ
と
か
ら
他
の
特
別
支
援
学

校
に
比
べ
狭
く
、
増
設
の
ス
ペ
ー

ス
も
あ
り
ま
せ
ん
。
特
別
教
室
を

次
々
に
普
通
教
室
へ
転
用
す
る
の

で
教
育
課
程
編
成
に
も
困
難
が
多

く
、
用
意
で
き
る
給
食
の
食
数
が

限
界
を
超
え
、
給
食
の
あ
た
ら
な

い
教
職
員
で
し
の
い
で
い
ま
す
。

他
の
特
別
支
援
学
校
で
も
同
様
に

過
密
・
狭
隘
化
の
深
刻
さ
は
増
す

一
方
で
す
。
道
教
委
で
は
、
「
他

の
道
有
の
既
存
施
設
等
の
活
用
な

ど
、
可
能
な
限
り
早
期
に
対
策
を

講
じ
、
改
善
・
充
実
を
図
っ
て
い

く
」
な
ど
の
答
弁
を
し
て
い
ま
す
。

決
し
て
「
新
設
」
と
は
言
わ
ず
に

安
上
が
り
の
方
策
し
か
提
示
し
な

い
道
教
委
の
姿
勢
は
、
高
橋
道
政

の
負
の
遺
産
と
言
え
ま
す
。

新
学
期
が
始
ま
り
、
子
ど
も
た

ち
は
元
気
に
学
校
生
活
を
送
っ
て

い
る
こ
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、

札
幌
・
石
狩
圏
で
は
子
ど
も
た
ち

の
通
う
学
校
配
置
を
め
ぐ
っ
て
様

々
な
課
題
が
山
積
み
で
す
。

今
春
の
札
幌
石
狩
圏
の
公
立
高

校
入
試
で
は
、
入
学
定
員
を
満
た

さ
ず
に
２
次
募
集
を
行
っ
た
普
通

科
高
校
が
多
く
、
４
校
で
１
学
級

減
と
な
り
新
学
期
を
迎
え
ま
し
た
。

４
月
２
６
日
に
第
１
回
石
狩
学
区

の
公
立
高
等
学
校
配
置
計
画
地
域

別
検
討
協
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
す

が
、
昨
年
同
様
に
私
立
高
校
の
理

事
者
か
ら
、
公
立
高
校
配
置
計
画

策
定
を
も
っ
と
厳
し
く
行
え
と
、

公
立
高
校
の
い
っ
そ
う
の
学
級
減

を
求
め
る
圧
力
が
強
ま
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
ま
す
。

拓
北
高
校
跡
地
に
あ
い
の
里
高
等

支
援
学
校
な
ど
の
例
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
ら
は
高
校
統
廃
合
を
強
行
し

た
後
、
在
籍
す
る
生
徒
が
い
な
く

な
っ
た
校
舎
を
整
備
・
再
利
用
し

た
も
の
で
す
。
し
か
し
現
在
、
道

教
委
が
画
策
し
て
い
る
の
は
、
現

に
生
徒
が
通
学
し
て
い
る
札
幌
市

内
の
道
立
高
校
へ
の
特
別
支
援
学

校
併
設
で
す
。
急
激
な
特
別
支
援

学
校
入
学
希
望
者
の
増
加
、
道
議

会
か
ら
の
高
ま
る
圧
力
に
道
教
委

が
応
え
た
形
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

校
舎
が
空
く
ま
で
待
て
な
く
な
っ

て
い
る
道
教
委
の
焦
り
が
見
て
と

れ
ま
す
。

こ
の
先
、
公
立
高
校
の
学
級
減

が
推
し
す
す
め
ら
れ
る
と
す
れ
ば
、

こ
の
よ
う
な
形
で
の
併
設
の
可
能

性
が
高
ま
り
ま
す
。
当
該
高
校
と

し
て
は
、
現
在
の
施
設
設
備
を
前

提
条
件
に
教
育
課
程
を
編
成
し
て

い
る
わ
け
で
す
か
ら
、「
空
き
教
室

な
ど
存
在
し
な
い
」
わ
け
で
、
教

育
実
践
上
に
様
々
な
制
限
が
加
え

ら
れ
て
し
ま
し
ま
す
。
生
徒
た
ち

の
教
育
条
件
が
切
り
崩
さ
れ
て
し

ま
う
と
言
え
ま
す
。
一
方
、
特
別

支
援
学
校
側
で
は
一
定
程
度
過
密

・
狭
隘
化
の
解
消
が
す
す
み
ま
す

が
、「
チ
ャ
イ
ム
の
音
や
校
内
放
送

に
過
敏
に
反
応
し
て
パ
ニ
ッ
ク
を

起
こ
す
生
徒
」
な
ど
障
害
の
重
い

生
徒
を
か
か
え
お
り
、
新
し
い
環

境
に
慣
れ
る
ま
で
に
乗
り
越
え
る

べ
き
課
題
が
多
す
ぎ
ま
す
。
移
動

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
生
徒
の
発

達
を
真
に
保
障
す
る
計
画
と
は
決

し
て
言
う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

生
徒
の
発
達
保
障
を
最
優
先
に
考

え
れ
ば
、
ど
ち
ら
の
生
徒
に
と
っ

て
も
、
今
回
の
校
舎
併
用
案
は
教

育
条
件
の
悪
化
さ
せ
る
も
の
に
す

ぎ
ず
問
題
が
あ
り
ま
す
。

２
つ
の
署
名
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
！

強
ま
る
！

公
立
高
校
へ
の

学
級
削
減
圧
力
！

深
刻
さ
増
す

特
別
委
支
援
学
校
の

過
密
・狭
隘
化
！

一
方
、
昨
年
度
の
道
議
会
で
は

党
派
を
問
わ
ず
様
々
な
議
員
が
、

増
加
し
つ
づ
け
る
特
別
支
援
学
校

へ
の
入
学
希
望
者
へ
の
対
策
や
深

刻
さ
の
度
合
い
を
増
し
て
い
る
校

安
上
が
り
で
な
く

生
徒
の
発
達
保
障
を

最
優
先
に
！

石
狩
圏
で
は
「
既
存
施
設
」
の

利
用
例
と
し
て
は
、
伏
見
支
援
学

校
の
他
に
稲
西
高
校
跡
地
に
星
置

養
護
学
校
ほ
し
み
高
等
学
園
分
校
、

教
育
予
算
が
足
り
ま
せ
ん
。
問

題
の
根
源
は
こ
こ
に
あ
り
ま
す
。

高
額
兵
器
の
爆
買
い
を
せ
ず
に
教

育
や
福
祉
に
予
算
を
回
す
政
治
こ

そ
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
生
徒
減
少

期
だ
か
ら
こ
そ
、
学
級
減
や
統
廃

合
に
よ
ら
ず
に
、
少
人
数
学
級
を

前
進
さ
せ
て
ゆ
き
と
ど
い
た
教
育

を
実
現
し
た
い
。
特
別
支
援
学
校

設
置
基
準
を
策
定
し
、
新
設
の
学

校
を
設
置
し
た
い
。
消
費
税
増
税

に
た
よ
ら
な
い
で
教
育
予
算
を
増

や
し
た
い
。
こ
れ
ら
の
願
い
実
現

す
る
た
め
に
、
札
幌
支
部
は
２
つ

の
署
名
、「
え
が
お
署
名
」
と
「
特

別
支
援
学
校
設
置
基
準
策
定
を
求

め
る
請
願
署
名
」
を
す
す
め
て
い

ま
す
。

す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち
の
発
達

を
保
障
す
る
立
場
か
ら
、
皆
さ
ん

の
ご
協
力
を
呼
び
か
け
ま
す
。


